
（１）将来の航空需要への対応

航空交通量の増大近年の空港容量の拡大 我が国の空域は既に混雑

・中部空港の開港　
（Ｈ17年2月17日）

・関空２期事業　
（Ｈ19年度完了予定）

・羽田再拡張事業　　等
（Ｈ21年完了予定）
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（２）運航効率の向上

（３）環境問題への対応

近年の燃料費高騰等を背景に、航空機の運航効率の向上が
求められている

航空機による騒音や排出ガス（CO2等）低減等、環境問題へ
の対応が求められている

航空における諸課題

RNAV導入を巡る諸状況
・ GPS受信機や高機能なFMS（航法用機上コンピューター）等を搭載することにより高い航法　
　能力を有する航空機が増加し、航空路におけるＲＮＡＶ運航には殆どの航空機が対応可能。
・ 更にGPS装備機であれば、空港周辺エリアを含めた全経路上の飛行に対応可能となる。　
　現在、ＧＰＳ装備機は現在主要航空会社保有機の約４割が対応しており、今後増加する傾向。

現在の航空交通（イメージ）

VOR/DME VOR/DME

測位衛星（GPS）等

VOR/DMEVOR/DME

ターミナル（出発経路） 航空路 ターミナル（到着経路） 進入

RNAV経路は一部の空港で導入VOR/DME

「ＲＮＡＶロードマップ」の概要

①現状課題と導入必要性

「ＲＮＡＶ運航方式」を導入し、ＲＮＡＶルート・運航を展開

横から見ると・・・

上から見ると・・・

・飛行ルートは、基本的に、航法用無線施設同士を相互に結んで構成され、航空機は無線施設から得られる
情報（距離、方位等）を頼りに飛行。一方、ＲＮＡＶルートは地上施設の配置による制約が大幅に緩和。

空港周辺エリア

ＲＮＡＶ経路
VOR/DME経路
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各航空機が各地点を
指定された時刻に通過

A地点を○時□分△秒に通過
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②ＲＮＡＶロードマップ概要

【期間の設定と目標】

（１） 短期（H17～H19年度） ： 航空機の運航効率向上を主目的とするRNAVルートを導入・展開
（２） 中期（H20～H24年度） ： 羽田再拡張、関空２期事業等に対応し、空域容量を増大

（３） 長期（H25～H30年度以降） ： わが国が目指すべき将来のRNAV運航の方向性を提示

【ＲＮＡＶの導入便益】
（１） 現行のＲＮＡＶ（航法精度*の規定等なし） ・・・ 飛行ルート設定時における物理的制約が緩和

①ルート短縮、②複線化／複々線化（一部）、③就航率向上

（２） 新しいＲＮＡＶ（航法精度*の規定等あり） ・・・ ルート上を正確に飛行
④上記①②の効果拡大、⑤騒音の軽減、⑥取扱機数増大

＊『航法精度』とは、航空機が経路に沿って飛行する際の航法の正確性を数値で示したもの。
例えば、“航法精度±5ﾏｲﾙ”(9km)とは、殆どの飛行時間において経路中心線から5ﾏｲﾙ以内となるもの。
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・RNAV経路とVOR経路を運用的に分離し、空域を再編

・RNAV経路の複線（一方通行）化を促進

・RNAV経路 ： ４９本
（航法精度の規定なし）

短 期（H17～19年度） 中 期（H20～24年度） 長 期（H25～30年度以降）
運航効率の向上 空域容量の増大 将来の方向性
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ＲＮＡＶ経路

凡例

・VOR経路 ：約５００本

・VOR経路とRNAV経路の併設
による交通集中の顕在化

⇒ 管制業務が複雑化

●交通量が増加するにつれ・・・

・現行RNAV経路を展開 ：合計約２００本を目標 （検討中）

※ 検討中のイメージ

49本

約200本（検討中）

●主要路線（羽田=新千歳、羽田=福岡等）は、
経路短縮したRNAV経路で複線化

スカイハイウェイ計画
（H19年度末～）

一方通行

更にRNAV経路では・・・

・新しいRNAV（航法精度±5ﾏｲﾙを満たす航空機
に限定）を導入し、経路間隔を短縮して経路数増加

短縮ルート
ﾈｯﾄﾜｰｸ構築

・更に高規格なRNAV（航法精度±2ﾏｲﾙを満た
す航空機に限定） を導入し、経路数増加を検討
・29,000フィート以上での義務化を目指す

・VOR経路 ：約１２０空港

・RNAV経路 ： ５空港
（航法精度の規定なし）

５空港
（評価中）

函館
大阪
福岡
高松
鹿児島

・新しいRNAV（航法精度±1ﾏｲﾙを満たす航空機に限定）を導入し、
効果がみられる空港から順次設定

・到着のみならず出発のRNAV経路も設定

・対象空港を拡大 ・主要空港でのRNAV義務化を目指す
・混雑空港における時間帯拡大も検討

（非
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・将来は、4D-RNAVへの移行を目指す

就航率向上
RNAV（GPS）進入方式

新千歳
函館
那覇

３空港

・RNAV進入方式 ： ３空港

●GPSを利用したRNAV
（航法精度の規定なし）

・現行RNAV進入方式の対象空港を拡大
順次展開

GPS等

・対象空港を拡大

一部空港

効果が顕著に
みられる空港

・新しいRNAV進入方式を導入し、就航率を向上

●GPSを利用し、
航法精度±0.3ﾏｲﾙ
を満たす航空機に
限定したRNAV

地上施設配置
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・運航条件
が改善される
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・羽田空港発着等の主要路線から複々線（片側２車線）化を促進

実用化

評価運用中（到着経路）

●出発経路を
加えて

就航率向上
新しいRNAV進入方式 （イメージ）

順次展開

障害物標に
よる制約が
緩和され、
・進入ルート
・運航条件
が改善される

混雑空港の
処理機数
拡大の期待

空港

【到着経路】 【出発経路】

RNAV到着／出発経路（航法精度±1マイル）

VOR/DME VOR/DME

出発／到着
ルート短縮

出発経路
到着経路

（イメージ）

羽田の深夜RNAVルート
H21年度までに運用開始（目標）

出発経路
到着経路
出発経路
到着経路

（イメージ）

羽田の深夜RNAVルート
H21年度までに運用開始（目標）

深夜便
以外への
拡大検討

深夜便の騒音対策

※対象空港の考え方

・実運用上、航空機は
管制官のレーダー誘
導指示を受けて飛行

・RNAV経路は、交通
量等を考慮し、RNAV
運航が実施可能で
効果が高い空港から
順次設定

・混雑空港にも導入

順次展開

VOR/DME

滑走路

［進入部分］［ターミナル部分］

VOR/DME

［進入部分］

［ターミナル部分］

現行RNAV経路（航法精度規定なし）
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スカイハイウェイの高規格化 （イメージ）

短期（～Ｈ１９年度） 長期（Ｈ２５～Ｈ３０年度以降）中期（Ｈ２０～Ｈ２４年度）

航法精度±５ﾏｲﾙのRNAV経路 航法精度±２ﾏｲﾙのRNAV経路
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経路横間隔：20ﾏｲﾙ（約37km） 経路横間隔：10～15ﾏｲﾙ（約19～28km）程度 経路横間隔：8～10ﾏｲﾙ（約15～19km）程度

現行RNAV経路（航法精度規定なし）
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スカイハイウェイの高規格化 （イメージ）

短期（～Ｈ１９年度） 長期（Ｈ２５～Ｈ３０年度以降）中期（Ｈ２０～Ｈ２４年度）
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経路横間隔：20ﾏｲﾙ（約37km） 経路横間隔：10～15ﾏｲﾙ（約19～28km）程度 経路横間隔：8～10ﾏｲﾙ（約15～19km）程度

ルート数増加

滑走路

正対化

障害物標

滑走路

障害物標

進入時に必要な空域
（固定）

進入時に必要な空域
（柔軟）

RNAV(GPS)進入方式

設定自由度
増大

新しいRNAV進入方式



羽田－福岡間のＲＮＡＶによる経路短縮イメージ

短縮効果
５６７－５４４＝２３（マイル）

合計４９マイル（６分に相当）の短縮効果

ＲＮＡＶ経路：５４４マイル

現在の経路：５６７マイル

短縮効果
５４４－５１８＝２６（マイル）

ＲＮＡＶ経路：５１８マイル

現在の経路：５４４マイル

羽田→福岡：

福岡→羽田：
福岡

羽田


